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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月16日(2008.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　発泡性組成物から形成されるポリウレタン発泡体であって、該発泡性
組成物は、
　一般式Ｑ（ＮＣＯ）ｉで表され、式中、ｉは平均イソシアナート官能基数が２．２０以
上２．２５以下であり、Ｑは、式Ｑ１－Ｚ－Ｑ１を有する基であり、式中、Ｑ１はアルキ
レン基またはアリーレン基であり、Ｚは、－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｏ－Ｑ１－、－ＣＯ－
、－Ｓ－、－Ｓ－Ｑ１－Ｓ－または－ＳＯ２－である低ＶＯＣ有機ポリイソシアナート成
分と、
　少なくともポリエーテルポリオールを含有し、実質的に低官能基数イソシアナートと反
応してポリウレタンを形成する低ＶＯＣ活性水素含有成分と、
　必要に応じて低ＶＯＣ界面活性組成物と、
　必要に応じて、前記発泡性組成物の硬化において実質的に触媒活性を有する低ＶＯＣ触
媒組成物と、を含み、
　前記発泡体の総質量損失が、ＡＳＴＭ　Ｅ５９５に従って測定して、約１重量％未満で
あり、前記発泡体がＦＭＶＳＳ　３０２燃焼試験に合格し、前記発泡体の密度は約１０～
約５０ポンド／立方フィートであることを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項２】　請求項１に記載の発泡体であって、前記有機ポリイソシアナート成分
が、平均イソシアナート官能基数が２．２０の高分子ジフェニルメタン－４，４’－ジイ
ソシアナートであることを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項３】　請求項１に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリエ
ーテルポリオール、グラフト化ポリエーテルポリオール、充填されたポリエーテルポリオ
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ール、ポリエステルポリオール、ポリウレアポリオール、または前記のポリオールの少な
くとも１種を含む混合物を含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項４】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリオ
キシアルキレンジオール、ポリオキシアルキレントリオール、ポリマー鎖上にグラフト化
したポリスチレンおよび／またはポリアクリロニトリルを有するポリオキシアルキレンジ
オール、ポリマー鎖上にグラフト化したポリスチレンおよび／またはポリアクリロニトリ
ルを有するポリオキシアルキレントリオール、ポリウレアポリオール、ポリヒドラゾジカ
ーボンアミドポリオール、ポリエステルポリオール、または前記のポリオールの少なくと
も１種を含む混合物を含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項５】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、少なく
とも２種の、分子量の異なるポリオキシアルキレンジオール、およびポリエステルポリオ
ールを含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項６】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリマ
ー鎖上にグラフト化したポリスチレンおよび／またはポリアクリロニトリルを有するポリ
オキシアルキレンジオール、ポリマー鎖上にグラフト化したポリスチレンおよび／または
ポリアクリロニトリルを有するポリオキシアルキレントリオール、およびポリエステルポ
リオールを含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項７】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリオ
キシアルキレンジオール、ポリマー鎖上にグラフト化したポリスチレンおよび／またはポ
リアクリロニトリルを有するポリオキシアルキレントリオール、鎖伸びジオール、および
ポリエステルポリオールを含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項８】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリオ
キシアルキレンジオール、ポリオキシアルキレントリオール、鎖伸びジオール、およびポ
リエステルポリオールを含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項９】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、ポリヒ
ドラゾジカーボンアミドポリオール、ポリオキシアルキレンジオール、鎖伸びジオール、
およびポリエステルポリオールを含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１０】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、約８
０～約４００の分子量を有する低分子量多価アルコール鎖伸び剤をさらに含むことを特徴
とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１１】　請求項３に記載の発泡体であって、前記活性水素成分が、約２００
０～約３５００の分子量を有するエチレンオキシドでキャップしたポリエーテルオキシド
ジオールと、約１０００～約３０００の分子量を有するポリエーテルオキシドジオールと
、約４００～約６００の分子量を有するポリエステルジオールと、を含むことを特徴とす
るポリウレタン発泡体。
　　【請求項１２】　請求項６に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、約４
００～約６００の範囲の分子量を有するポリエステルポリオールと、ポリスチレンおよび
ポリアクリロニトリルのグラフト体を有し、かつ約１５００～約４０００の範囲の分子量
を有するポリエーテルジオールの１種または混合物と、を含むことを特徴とするポリウレ
タン発泡体。
　　【請求項１３】　請求項６に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、低分
子量ジオールと、約５００～約２０００の分子量を有するポリプロピレンオキシドジオー
ルと、約２０００～約４０００の分子量を有するポリプロピレンオキシドジオールと、約
４００～約６００の分子量を有するポリカプロラクトン系ジオールと、を含むことを特徴
とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１４】　請求項６に記載の発泡体であって、前記活性水素含有成分が、約５
０～約２５０の分子量を有する低分子量ジオールと、約１５００～約４０００の分子量を
有するポリエーテルオキシドジオールと、約４００～約６００の分子量を有するポリエス
テルジオールと、ポリスチレンおよびポリアクリロニトリルのグラフト体を有し、かつ約
１５００～約４０００の分子量を有するポリエーテルトリオールと、を含むことを特徴と
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するポリウレタン発泡体。
　　【請求項１５】　請求項１に記載の発泡体であって、非イソシアナート成分のヒドロ
キシル価が、約２８～約１２５０の範囲内であることを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１６】　請求項１に記載の発泡体であって、活性水素に対するポリイソシア
ナートの当量比が、約０．８～約１．２であることを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１７】　請求項１に記載の発泡体であって、活性水素に対するポリイソシア
ナートの当量比が、１．０以上１．０５以下であることを特徴とするポリウレタン発泡体
。
　　【請求項１８】　請求項１に記載の発泡体であって、該発泡体がさらに、低ＶＯＣ充
填剤及び／又は難燃充填剤を含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項１９】　請求項１８に記載の発泡体であって、充填剤がメラミンシアヌレー
ト、アルミナトリハイドレート、または前記充填剤の１種を含む混合物であることを特徴
とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項２０】　請求項１に記載の発泡体であって、該発泡体がさらにアクリル保護
膜及び／又は低ＶＯＣ酸化防止組成物を含むことを特徴とするポリウレタン発泡体。
　　【請求項２１】　請求項１に記載の発泡体であって、次の特性を有するポリウレタン
発泡体。
　　【表１】

　　【請求項２２】　請求項１に記載の発泡体であって、次の特性を有するポリウレタン
発泡体。
　　【表２】

　　【請求項２３】　請求項１に記載の発泡体であって、次の特性を有するポリウレタン
発泡体。
　　【表３】

　　【請求項２４】　請求項１に記載の発泡体であって、次の特性を有するポリウレタン
発泡体。
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　　【表４】

　　【請求項２５】　請求項１に記載の発泡体であって、次の特性を有するポリウレタン
発泡体。
　　【表５】

　　【請求項２６】　頑強な難燃ポリウレタン発泡体を形成する方法であって、
　一般式Ｑ（ＮＣＯ）ｉで表され、式中、ｉは平均イソシアナート官能基数が２．２０以
上２．２５以下であり、Ｑは、式Ｑ１－Ｚ－Ｑ１を有する基であり、式中、Ｑ１はアルキ
レン基またはアリーレン基であり、Ｚは、－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｏ－Ｑ１－、－ＣＯ－
、－Ｓ－、－Ｓ－Ｑ１－Ｓ－または－ＳＯ２－である低ＶＯＣ有機ポリイソシアナート成
分を、
　少なくともポリエーテルポリオールを含有し、実質的に低官能基数イソシアナートと反
応してポリウレタンを形成する低ＶＯＣ活性水素含有成分と、
　低ＶＯＣ界面活性剤と、
　前記発泡性組成物の硬化において実質的に触媒活性を有する低ＶＯＣ触媒と、
　を含む混合物と反応させ、
　前記発泡性組成物を硬化させ、
　機械的に混合物を攪拌して、泡を形成させることにより、不活性ガスを反応混合物全体
に分散させ、泡混合物を硬化させて、総質量損失が、ＡＳＴＭ　Ｅ５９５に従って測定し
て、約１重量％未満であり、前記発泡体がＦＭＶＳＳ　３０２燃焼試験に合格し、前記発
泡体の密度は約１０～約５０ポンド／立方フィートである硬化したポリウレタン発泡体を
形成することを含むことを特徴とする方法。
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